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販売単価の下落販売単価の下落

売上高減少売上高減少

個人消費の
冷え込み

個人消費の
冷え込み世界同時不況世界同時不況 衣料品の

需要減少

衣料品の
需要減少

販売台数の低迷販売台数の低迷

衣料品の
発注減少

衣料品の
発注減少

縫製業者の受注減少
市場から淘汰
設備投資減少

（買替需要のみ）

販売市場の縮小

価格競争

為替相場の円高

販売機種構成

米国のサブプライムローン問題

前半：原油急騰等による世界的なインフレ
後半：米国大手証券会社の経営破綻による金融危機(リーマンＳ)

２００７年２００７年

２００８年２００８年

前半：世界同時不況の影響から脱出できず
後半：一部で回復の兆候２００９年２００９年

Ⅰ-01 工業用ミシン業界の市場環境 （'０７～'０９）
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２０１０年２０１０年

欧米景気の回復
新興国の景気堅調

欧米景気の回復
新興国の景気堅調

衣料需要増加
衣料品在庫積み増し

衣料需要増加
衣料品在庫積み増し

個人消費の
高まり

個人消費の
高まり

衣料品の
発注増加

衣料品の
発注増加

アパレル業界の業績回復
（新興国への出店活発）
縫製業者の受注急増

ミシン不足
縫製生産地の移動

新規設備投資活発化

為替相場の円高
販売機種構成

価格競争
（ミシン供給が需要に追い

つかないにも拘らず）

販売単価下落販売単価下落販売台数増加販売台数増加

売上高増加
(利益につながらず)
売上高増加
(利益につながらず)

Ⅰ-02 工業用ミシン業界の市場環境 （２０１０年）

●中国販売体制強化の効果
●内需縫製市場の開拓（中国、ブラジルなど） ●ダイカスト事業の成長
●新規市場開拓の推進（韓国、台湾の縫製企業） ●B社との連携

●中国販売体制強化の効果
●内需縫製市場の開拓（中国、ブラジルなど） ●ダイカスト事業の成長
●新規市場開拓の推進（韓国、台湾の縫製企業） ●B社との連携

内的要因
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０

２，０００

４，０００

６，０００

（百万円）

当期(累計)前期(累計)

Ⅰ-03 平成２３年３月期(第６５期) 業績

７，９８５

１１，９４３

39.3%

日本 中国 その他アジア

米州 欧州

※パーセンテージは
売上高比率

８，０００

前年同期比
４９．６％

前年同期比
４９．６％ 6.6%

32.4%

13.9%

7.8%7.5%

１０，０００

10.7%

35.7%

35.3%

10.8%

連結売上高

１２，０００

１４，０００

●販売台数 ６３．７％増加
販売単価 ８．４％下落
売上高 ３，９５７百万円増加

●為替要因調整後
売上高前期比 ５９．２％増加
金額 ４，７２４百万円増加

●売上高計画比 ４．８％増加
金額 ５５１百万円増加

●販売台数 ６３．７％増加
販売単価 ８．４％下落
売上高 ３，９５７百万円増加

●為替要因調整後
売上高前期比 ５９．２％増加
金額 ４，７２４百万円増加

●売上高計画比 ４．８％増加
金額 ５５１百万円増加
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Ⅰ-04 平成２３年３月期(第６５期) 業績

連結営業利益連結営業利益 連結経常利益連結経常利益
税金等調整前
当期純利益

税金等調整前
当期純利益

▲１，２０６ ▲１，１８１
▲１，９４０

４２８ ４３１

１５６

(百万円)

前期（累計） 当期（累計）

４０

０

- ４０

- ８０

- １２０

- １６０

連結当期純利益連結当期純利益

４６２

▲９６２

営業外収益 １６８
営業外費用 １６５

＋３↑

特別利益 ２０４
特別損失 １７３

＋３１↑

営業外収益 ２２２
営業外費用 １９７

＋２５↑

特別利益 ３０６
特別損失 ８７

＋２１９↑

－３０６↓

法人税等 ２４４
法人税等調整額 ６
少数株主利益 ５５

４３０ ３５０ ３５０ ８０計画

＋１，６３４ ＋１，６１２ ＋１，４２４ ＋２，０９６前期比
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平成２３年３月期(第６５期) 業績

0

428

▲161
▲403

+1,122

+1,077

2,199

1,634▲129

2010/4～
2011/3

Ⅰ-05

営業利益増減要因営業利益増減要因

販売増 原価改善 為替変動 経費増

992

2009/4～
2010/3

▲1,206

操業度アップ
材料費コストダウン

1台当り製造費用
▲２７．６％

＜原価改善要因＞
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▲24▲0.1413.00▲288▲0.7913.6512.86１ＲＭＢ

▲240▲767合 計

▲111

▲367

影響額(百万円)

125.00

90.00

計画

▲13.95

▲5.82

差異

▲8.64

▲2.32

差異

▲69

▲146

影響額(百万円)当期末 前期末

１ＵＳＤ 87.68 93.50

１ＥＵＲ 116.36 130.31

為替レートの実績と影響額為替レートの実績と影響額

●為替の円高による影響 （平成23年3月期通期連結売上高ベース）

当期末

前期末

USD 46.4%

USD 46.4% RMB 30.0%

JPY
6.6%

HKD
5.4%

EUR
7.5%

JPY
10.8%

連結時の通貨比率連結時の通貨比率

EUR
7.8%

Ⅰ-06 平成２３年３月期(第６５期) 業績

RMB 39.3%

（円）

※営業利益での影響額： ▲４０３百万円
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●通期製品平均単価及び機種構成状況

Ⅰ-07

82.3%

17.7%

-15.3%

55.2%

5.9%

¥116.31

7.0%

第61期

83.9%

16.1%

-2.7%

54.5%

1.6%

¥118.12

-0.2%

第62期

81.7%

↑ 18.3%

↑-59.8%

38.1%

↓-12.2%

¥103.69

-0.9%

第63期

85.7%

↓ 14.3%

↓ 10.8%

43.4%

↓ -9.8%

¥93.5

-22.6%

第64期

前期比 ↓-6.2%

普及機

上級機 ↓ 11.7%
機種構成

前期比 ↓ 82.0%

48.2%中国台数比率

-8.4%平均単価推移

¥87.68為替相場（対ドル）

88.3%

第65期

平成２３年３月期(第６５期) 業績
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Ⅰ-08

日 本
その他の
アジア

中 国 米 州 欧 州

９３２

５９８

１，１６４

１１，９４３

７，９８５

１０，０５９１，４３８４，０２３２，６３５７９７第63期

第64期 ８６１ ２，８２１ ２，８４７ ８５６

第65期 ７８３ ４，６８８ ３，８７３ １，６６４

前期比前期比 36.0％

55.8％

所在地別セグメント売上高(百万円)

０

１，０００

２，０００

３，０００

-9.1％

４，０００
66.2％

94.4％

平成２３年３月期(第６５期) 業績

５，０００

合 計

前年同期比
４９．６％

前年同期比
４９．６％
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Ⅰ-09

資 産資 産 負債・資本・純資産負債・資本・純資産

（千円）

●現金及び預金の減少
●受取手形および売掛金の増加
●棚卸資産の減少
●有形固定資産の減少

前期末 当期末

●支払手形および買掛金の増加
●短期借入金の減少
●長期借入金の減少
●利益剰余金の増加
●為替換算調整勘定の減少

前期末 当期末

0

（千円）

流動資産

固定資産

18,222 17,882

12,962

5,260

12,908

4,973
5,000

10,000

15,000

20,000

純資産

固定負債

18,222 17,882

10,110

2,573

5,538

2,369

9,260

6,252

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

流動負債

平成２３年３月期(第６５期) 連結貸借対照表
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・６４期 ： １２４百万円

・６５期 ： ３０３百万円 （前期比 ＋１７９百万円）

Ⅰ-10 平成２３年３月期(第６５期) 設備投資等

設備投資設備投資

減価償却費減価償却費

研究開発費研究開発費

・６４期 ： ４３４百万円

・６５期 ： ３８５百万円 （前期比 － ４９百万円）

・６４期 ： ２９５百万円

・６５期 ： ３５６百万円 （前期比 ＋ ６１百万円）
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平成２３年３月期(第６５期) 連結財政状況Ⅰ-11

総 資 産 純資産/自己資本比率 １株当り純資産

第64期第63期

20,370

11,769 10,110

(百万円) (百万円) (%)

55.1%
53.7%

504.05

426.89

(円)

第65期

18,222

第64期第63期 第65期

9,260

50.1%

第64期第63期 第65期

390.47
17,882

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

2,000

10,000

8,000

12,000

14,000

4,000

6,000

0

20

30

40

50

60

10
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Ⅰ-12

連結キャッシュフロー連結キャッシュフロー

営業活動CF営業活動CF 投資活動CF投資活動CF 財務活動CF財務活動CF

配当の状況配当の状況

第64期第63期 第64期 第63期

0円0円0円第64期

0円0円0円第65期

中間期 期末 年間

第62期 7円 7円 14円

第63期 7円 0円 7円

284

▲1,059

▲692

605

▲217

1,539

▲857

第65期 第63期 第65期

1,011

第64期 第65期

平成２３年３月期(第６５期) 連結ＣＦ・配当

▲454

0

400

▲400

▲800

▲1,200

0

▲400

▲800

400

800

1,200
(百万円) (百万円)

0

▲400

400

800

1,200

(百万円)
1,600



151515

平成２４年３月期
(第６６期)
業績予想
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市 場 環 境市 場 環 境

●市場全体が堅調に推移

（１）先進消費国の消費需要が堅調に推移。

（２）先進国アパレル企業の新興国への出店の拡大。

（３）縫製業者の受注が引き続き堅調に推移していることによる

設備投資の継続。

（４）縫製業者の生産キャパ拡大のための新規設備投資。

（５）中国やブラジルなど内需市場の消費が堅調に推移。

（６）中国内需市場の効率化および高級機種へのシフト。

（中国内需ハイエンド機種の需要増加）

（７）新興国による自動車需要の増加

Ⅱ-01 平成２４年３月期(第６６期) 連結業績予想



17

Ⅱ-02 平成２４年３月期(第６６期) 連結業績予想

連結売上高連結売上高 連結営業利益連結営業利益 連結経常利益連結経常利益
連結当期
純利益

連結当期
純利益

(百万円)

13,700

11,943

前期比
+14.7％

前期比
+14.7％

0

200

400

600

800

10,000

12,000

14,000

65期実績

66期予想

428

730

431

610

160

156

売上高：
前期比 ＋1,753百万円
ミシン事業 +1,415
ダイカスト事業 +338

販売台数：
前期比 ＋12.1％増

販売単価：
前期比 ＋3.8％増
(為替の影響：▲4.9％)

為替の影響 ▲６５９
調整後 ＋20.2％増収

売上高：
前期比 ＋1,753百万円
ミシン事業 +1,415
ダイカスト事業 +338

販売台数：
前期比 ＋12.1％増

販売単価：
前期比 ＋3.8％増
(為替の影響：▲4.9％)

為替の影響 ▲６５９
調整後 ＋20.2％増収
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所在地別セグメント売上高(百万円)所在地別セグメント売上高(百万円)

日 本
その他の
アジア

中 国 米 州 欧 州

前期比
+14.7％

前期比
+14.7％

前期比前期比

＋5.1％＋5.1％

＋31.7％＋31.7％
＋4.2％＋4.2％

－0.4％－0.4％

＋7.6％＋7.6％

Ⅱ-03 平成２４年３月期(第６６期) 連結業績予想

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

８２２

７８３

６，１７３

４，６８８

４，０３８

３，８７３

１，６５８

１，６６４

１，００３

９３２前期実績

当期予想 １３，７００

１１，９４３

合 計

6,000

7,000
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730

▲432

▲346

+308

+776

1,084

302

1,204

2011/4～
2012/3

Ⅱ-04

営業利益増減要因営業利益増減要因

販売増 原価改善 為替変動 経費増

1,512

2010/4～
2011/3

平成２４年３月期(第６６期) 連結業績予想

0

428

原価率 １．５％改善

６５期 ７０．１％

６６期 ６８．６％
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・ダイカスト事業の増産計画 ： 隣地購入、新棟建設、設備増設 ３２０百万円

・ペガサスベトナム増産計画 ： 新棟建設、設備増設 ２８６百万円

・旧天馬ミシンのペガサス天津への移転および増産計画 ： 新棟建設、設備増設

４３７百万円

Ⅱ-05 平成２４年３月期(第６６期) 設備投資等計画

設備投資設備投資

減価償却費減価償却費

研究開発費研究開発費

・６５期実績 ： ３８５百万円

・６６期計画 ： ４４２百万円 （前期比 ＋ ５７百万円）

・６５期実績 ： ３５６百万円

・６６期計画 ： ３８１百万円 （前期比 ＋ ２５百万円）



212121

平成２４年３月期
(第６６期)
重点課題
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１．売上高の拡大

１）プロダクトミックスによる単価アップ
ｉ）戦略機種の生産制限 ｉｉ）中国製内需ハイエンド機の販売増強

２）差別化の推進
ｉ）製品の差別化 ｉｉ）品質の差別化 ｉｉｉ）サービスの差別化

販売単価アップ ～毎年５％単価アップ目標～

生産体制の整備 ～供給が需要に追いつく体制～

・世界縫製業者上位１００社の選別と重点攻略

Ⅲ-01 重点課題

ダイカスト事業の増産投資
１）新棟建設着工
２）製造ラインの増設 － 今期中に６ライン増設予定

オセロ作戦の展開

１）部品調達の強化
２）中国工場、ベトナム工場の生産能力の増強

世界の台湾系・韓国系縫製工場の攻略

新機種の本格生産体制
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部品の転注

Ⅲ-02 重点課題

２．コストダウン

委託ミシンの生産を本格的に中国からベトナムへ移管着手

生産拠点の効率化

１）滋賀工場の改築（下期）
占有面積の適正化

２）ペガサス天津で新棟建設開始（上期）
旧天馬ミシン工場集約のため

３）ペガサス天津に本社の製造系システムの導入
生産計画から部品調達・生産・出荷にいたる本社ＩＴシステムを導入し、効率化を
図る

４）ペガサス天津に日本人技術者の増員

機種統合
環縫い専業メーカーとしての強みを活かしつつ機種統合を図り生産の合理化を図る



242424

会社概要
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Ⅳ-01 会社概要

代表者代表者

創創 業業

会社名会社名

所在地所在地

ペガサスミシン製造株式会社

代表取締役会長 美馬大道
代表取締役社長 清水盛明

１９１４年（大正３年）１月

大阪市福島区

資本金資本金 １９億３９５万円（平成２３年３月末現在）

売上高売上高 １１９億４，３00万円（平成２３年３月末現在）

従業員数従業員数 １，２３２名（連結平成２３年３月末現在）
２２４名（単体平成２３年３月末現在）

事業内容事業内容 工業用環縫いミシンおよび部品の製造・販売
自動車用安全ベルト関連部品の製造・販売

会社概要 株主状況

個人・その他
98.05%

平成２３年３月末時点

◆所有者別比率(%)

個人・その他
66.65%

外国法人等
4.61%

金融機関

17.90%

証券会社

0.66%

その他の
法人
7.08%

自己名義
株式
3.10%

外国法人等

金融機関

証券会社

その他の法人

自己名義
株式

◆所有者別持株数比率(%)

0.48%

0.60%

0.44%

0.42%

0.01%

2.54美馬成望9

氏名または名称 割合(％)

1 美馬大道 6.16
2 板東敬三 3.64
3 株式会社三井住友銀行 3.51
4 ペガサスミシン従業員持株会 3.13
5 ペガサスミシン製造株式会社 3.10
6 吉田隆子 3.00
7 株式会社みずほ銀行 2.72
8 前尾和男 2.58

10 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 2.23
計 32.60

大株主の状況大株主の状況 平成２３年３月末時点
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連結業績推移表連結業績推移表

（単位：百万円）

１５，０００

２，０００

０

第６０期
平成１８年３月期

第６１期
平成１９年３月期

第６２期
平成２０年３月期

第６３期
平成２１年３月期

第６４期
平成２２年３月期

Ⅳ-02 会社概要

１０，０００

５，０００

▲２，０００

０

４，０００２０，０００

売上高 利益

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

16,283
2,797
3,038
2,246

16,708
2,781
2,659
2,077

16,615
2,349
2,083
1,357

※グラフ内の数字は上から売上高、営業利益、経常利益、当期純利益

10,059
▲1,063
▲1,193
▲1,843

7,985
▲1,206
▲1,181
▲1,940

11,943
428
431
156

第６５期
平成２３年３月期
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